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(57)【要約】
【課題】油圧ポンプの利用効率を向上可能な作業車両を
提供する。
【解決手段】作業車両１は、電磁制御弁４４と、ファン
ポンプ４５と、シャットオフ弁５０と、コントローラ５
１とを備える。電磁制御弁４４は、作業機アクチュエー
タ４３に供給される作動油の流れを切り替える方向制御
弁４２にパイロット圧を印加する。ファンポンプ４５は
、パイロット圧を生成するための作動油を電磁制御弁４
４に供給する。シャットオフ弁５０は、電磁制御弁４４
の入力側とファンポンプ４５の出力側とに接続される。
コントローラ５１は、入力される作業機操作信号に応じ
て、電磁制御弁４４を制御する。コントローラ５１は、
所定時間のあいだ作業機操作信号が入力されなかった場
合、シャットオフ弁５０を閉じる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アクチュエータに供給される作動油の流れを切り替える方向制御弁にパイロット圧を印
加する電磁制御弁と、
　前記パイロット圧を生成するための作動油を前記電磁制御弁に供給する油圧ポンプと、
　前記電磁制御弁の入力側と前記油圧ポンプの出力側とに接続されるシャットオフ弁と、
　入力される操作信号に応じて、前記電磁制御弁を制御するコントローラと、
を備え、
　前記コントローラは、所定時間のあいだ前記操作信号が入力されなかった場合、前記シ
ャットオフ弁を閉じる、
作業車両。
【請求項２】
　前記アクチュエータは、作業機を駆動させるためのアクチュエータであり、
　前記操作信号は、前記作業機を操作するための操作信号である、
請求項１に記載の作業車両。
【請求項３】
　作動油クーラをさらに備え、
　前記油圧ポンプの出力側は、前記作動油クーラ及び前記シャットオフ弁それぞれの入力
側に接続される、
請求項１又は２に記載の作業車両。
【請求項４】
　前記油圧ポンプは、固定容量型ポンプである、
請求項１乃至３のいずれかに記載の作業車両。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、作業車両に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、作業機と、作業機を駆動させる作業機アクチュエータと、作業機アクチュエータ
を制御するコントローラとを備える作業車両が知られている（例えば、特許文献１参照）
。コントローラは、作業機アクチュエータに供給される作動油の流れを切り替える方向制
御弁にパイロット圧を印加する電磁制御弁を電気的に制御する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１８－５９６３２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、電磁制御弁には、パイロット圧を生成するための作動油が油圧ポンプから常
時供給されており、方向制御弁にパイロット圧を印加しない場合、電磁制御弁は閉じられ
ている。
【０００５】
　しかしながら、実際には、電磁制御弁が閉じられていても作動油が漏れ出している場合
があり、そのため油圧ポンプの利用効率が低下していた。
【０００６】
　本発明は、油圧ポンプの利用効率を向上可能な作業車両の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
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　本発明に係る作業車両は、電磁制御弁と、油圧ポンプと、シャットオフ弁と、コントロ
ーラとを備える。電磁制御弁は、作業機アクチュエータに供給される作動油の流れを切り
替える方向制御弁にパイロット圧を印加する。油圧ポンプは、パイロット圧を生成するた
めの作動油を電磁制御弁に供給する。シャットオフ弁は、電磁制御弁の入力側と油圧ポン
プの出力側とに接続される。コントローラは、入力される作業機操作信号に応じて、電磁
制御弁を制御する。コントローラは、所定時間のあいだ作業機操作信号が入力されなかっ
た場合、シャットオフ弁を閉じる。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、油圧ポンプの利用効率を向上可能な作業車両を提供することができる
。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】実施形態に係る作業車両の構成を示す模式図
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　（作業車両１）
　図１は、実施形態に係る作業車両１の構成を示す模式図である。図１では、作業車両１
の油圧回路及び電気回路が主に示されている。
【００１１】
　作業車両１は、図示しない作業機を備える。作業車両１としては、例えば、モータグレ
ーダ、ホイールローダ、ローダ式ショベルなどが挙げられるが、これに限られない。
【００１２】
　作業車両１は、作動油タンク１０、エンジン２０、走行駆動機構３０、及び作業機駆動
機構４０を備える。
【００１３】
　作動油タンク１０は、作動油を貯留する。作動油タンク１０には、走行駆動用の作動油
と作業機駆動用の作動油との両方が貯留されている。
【００１４】
　エンジン２０は、走行駆動用の動力と作業機駆動用の動力とを発生させる。エンジン２
０の動力は、走行駆動機構３０と作業機駆動機構４０とにおいて利用される。
【００１５】
　走行駆動機構３０は、動力伝達装置３１及び走行装置３２を有する。動力伝達装置３１
は、いわゆるＨＳＴ（Hydro Static Transmission）方式の装置である。動力伝達装置３
１は、走行用ポンプ３３及び走行用モータ３４を含む。動力伝達装置３１は、走行用ポン
プ３３及び走行用モータ３４によって形成される閉回路である。走行用ポンプ３３は、エ
ンジン２０によって駆動される。走行用ポンプ３３は、可変容量型の油圧ポンプである。
走行用ポンプ３３は、作動油を走行用モータ３４に吐出する。走行用モータ３４は、走行
用ポンプ３３から吐出される作動油によって駆動される。走行用モータ３４は、可変容量
型の油圧モータである。動力伝達装置３１は、さらに、走行用ポンプ３３及び走行用モー
タ３４によって形成される閉回路に作動油を補給するためのチャージポンプ３５を有して
いる。チャージポンプ３５は、作動油を走行用ポンプ３３及び走行用モータ３４によって
形成される閉回路に補給する。走行装置３２は、走行用モータ３４によって駆動される。
走行装置３２は、アクスル３６及び走行輪３７を含む。アクスル３６は、動力伝達装置３
１から伝達される駆動力を走行輪３７に伝達する。これにより、走行輪３７が回転する。
【００１６】
　作業機駆動機構４０は、作業機ポンプ４１、方向制御弁４２、作業機アクチュエータ４
３、電磁制御弁４４、ファンポンプ４５、分流弁４６、作動油クーラ４７、ファンモータ
４８、シャットオフ弁５０、及びコントローラ５１を有する。
【００１７】
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　作業機ポンプ４１は、作動油タンク１０から作動油を吸い込み、吸い込んだ作動油を方
向制御弁４２に吐出する。方向制御弁４２は、第１動作位置ａ１、第２動作位置ａ２、及
び中立位置ａ３に移動可能である。方向制御弁４２は、第１動作位置ａ１に位置する場合
、作業機ポンプ４１から吐出される作動油を、作業機アクチュエータ４３が伸張する方向
に流す。方向制御弁４２は、第２動作位置ａ２に位置する場合、作業機ポンプ４１から吐
出される作動油を、作業機アクチュエータ４３が収縮する方向に流す。方向制御弁４２は
、中立位置ａ３に位置する場合、作業機ポンプ４１から吐出される作動油を遮断する。こ
のように、方向制御弁４２は、作業機アクチュエータ４３に供給される作動油の流れを切
り替える。これにより、作業機アクチュエータ４３が作業機（不図示）を駆動させる。
【００１８】
　電磁制御弁４４は、方向制御弁４２にパイロット圧を印加することによって、方向制御
弁４２の位置を制御する。電磁制御弁４４は、コントローラ５１から入力される指令信号
に応じて、方向制御弁４２に印加するパイロット圧を制御する。
【００１９】
　電磁制御弁４４は、第１電磁制御弁４４ａ及び第２電磁制御弁４４ｂを含む。第１電磁
制御弁４４ａは、方向制御弁４２を第１動作位置ａ１に移動させるためのパイロット圧を
生成する。第２電磁制御弁４４ｂは、方向制御弁４２を第２動作位置ａ２に移動させるた
めのパイロット圧を生成する。第１及び第２電磁制御弁４４ａ，４４ｂのそれぞれは、フ
ァンポンプ４５から供給される作動油を利用してパイロット圧を生成する。第１及び第２
電磁制御弁４４ａ，４４ｂのそれぞれがパイロット圧を生成しない場合、方向制御弁４２
は中立位置ａ３に保持される。電磁制御弁４４を通過した作動油は、油路Ｌ５を通って作
動油タンク１０に戻される。
【００２０】
　ファンポンプ４５は、作動油タンク１０と分流弁４６とに繋がる油路Ｌ１上に配置され
る。ファンポンプ４５は、作動油タンク１０から作動油を吸い込み、吸い込んだ作動油を
分流弁４６に向けて吐出する。ファンポンプ４５の出力側は、分流弁４６を介して、作動
油クーラ４７及びシャットオフ弁５０それぞれの入力側に接続される。本実施形態におい
て、ファンポンプ４５は、固定容量型ポンプである。
【００２１】
　分流弁４６は、油路Ｌ１を介して、ファンポンプ４５の出力側に接続される。分流弁４
６は、油路Ｌ２を介して、作動油クーラ４７の入力側に接続される。分流弁４６は、油路
Ｌ３を介して、電磁制御弁４４の入力側に接続される。分流弁４６は、油路Ｌ１から流入
する作動油を、油路Ｌ２及び油路Ｌ３のそれぞれに振り分ける。分流弁４６から油路Ｌ２
及び油路Ｌ３のそれぞれへ振り分けられる作動油の割合は、適宜設定可能である。
【００２２】
　作動油クーラ４７は、分流弁４６を介して、ファンポンプ４５の出力側に接続される。
作動油クーラ４７は、油路Ｌ２から流入する作動油を冷却する。作動油クーラ４７は、内
部を流れる作動油を、ファンモータ４８から送られる冷却風によって冷却する。作動油ク
ーラ４７を通過した作動油は、油路Ｌ４を通って作動油タンク１０に戻される。
【００２３】
　ファンモータ４８は、分流弁４６と作動油クーラ４７とに繋がる油路Ｌ２上に配置され
る。ファンモータ４８は、分流弁４６を介して、ファンポンプ４５の出力側に接続される
。ファンモータ４８は、作動油クーラ４７に送風するための冷却ファン（不図示）を回転
させる。
【００２４】
　シャットオフ弁５０は、分流弁４６と電磁制御弁４４とに繋がる油路Ｌ３上に配置され
る。シャットオフ弁５０は、分流弁４６を介して、ファンポンプ４５の出力側に接続され
る。シャットオフ弁５０は、電磁制御弁４４の入力側に接続される。
【００２５】
　シャットオフ弁５０は、開放位置と閉鎖位置とに移動可能である。シャットオフ弁５０
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が開放位置に移動して油路Ｌ３が開くと、ファンポンプ４５から吐出される作動油は電磁
制御弁４４に供給される。シャットオフ弁５０が閉鎖位置に移動して油路Ｌ３が閉じられ
ると、ファンポンプ４５から吐出される作動油は遮断されて電磁制御弁４４には供給され
ない。シャットオフ弁５０の開閉は、コントローラ５１によって電気的に制御される。
【００２６】
　コントローラ５１は、オペレータが操作する作業機レバー５２から入力される作業機操
作信号に応じて、電磁制御弁４４を電気的に制御する。これにより、作業機アクチュエー
タ４３が作業機（不図示）を駆動させる。
【００２７】
　コントローラ５１は、オペレータが操作する作業機ロックスイッチ５３から入力される
信号に応じて、シャットオフ弁５０を電気的に制御する。作業機ロックスイッチ５３は、
公道走行時などにオペレータが意図せず作業機レバー５２に触れたとしても、作業機アク
チュエータ４３を駆動させないために設けられている。作業機ロックスイッチ５３は、オ
ペレータによってＯＮ操作されると、ＯＮ操作されたことを示す信号をコントローラ５１
に入力する。作業機ロックスイッチ５３は、オペレータによってＯＦＦ操作されると、Ｏ
ＦＦ操作されたことを示す信号をコントローラ５１に入力する。コントローラ５１は、作
業機ロックスイッチ５３のＯＮ操作を示す信号が入力されるとシャットオフ弁５０を閉じ
、作業機ロックスイッチ５３のＯＦＦ操作を示す信号が入力されるとシャットオフ弁５０
を開く。
【００２８】
　コントローラ５１は、作業機操作信号が入力されない時間を計測するためのカウンタを
内蔵する。コントローラ５１は、所定時間のあいだ作業機操作信号が入力されなかった場
合、シャットオフ弁５０を閉じる。これにより、作業機を用いた作業が行われていない場
合に、ファンポンプ４５から電磁制御弁４４への作動油の供給が遮断される。所定時間の
長さは特に制限されず、オペレータに作業機を用いた作業を行う意志がないと判断できる
長さに設定される。例えば、所定時間は、１５分程度に設定することができる。
【００２９】
　なお、上述のとおり本実施形態では、オペレータが作業機ロックスイッチ５３をＯＮ操
作することによって意図的にシャットオフ弁５０を閉じることができるため、コントロー
ラ５１は、作業機ロックスイッチ５３のＯＦＦ操作を示す信号が入力されている場合にの
み作業機操作信号が入力されない時間を計測してもよい。
【００３０】
　（特徴）
　コントローラ５１は、所定時間のあいだ作業機操作信号が入力されなかった場合、電磁
制御弁４４の入力側とファンポンプ４５（「油圧ポンプ」の一例）の出力側とに接続され
るシャットオフ弁５０を閉じる。従って、作業機を用いた作業が行われていない場合には
、ファンポンプ４５から電磁制御弁４４への作動油の供給が遮断されるため、中立位置ａ
３に位置する電磁制御弁４４にかかる油圧を低下させることができる。その結果、電磁制
御弁４４から作動油が漏れ出すことを抑制できるため、ファンポンプ４５の利用効率を向
上させることができる。
【００３１】
　作業車両１は、ファンポンプ４５の出力側と作動油クーラ４７及びシャットオフ弁５０
それぞれの入力側とに接続される分流弁４６を備える。従って、シャットオフ弁５０を閉
じることによって、電磁制御弁４４から作動油タンク１０に作動油が漏れ出すことを抑制
するとともに、より多くの作動油を作動油クーラ４７で冷却することができる。その結果
、作動油タンク１０に貯留される作動油の温度を効率的に低下させることができる。
【００３２】
　ファンポンプ４５は、固定容量型ポンプである。従って、可変容量型ポンプを用いる場
合に比べて、シャットオフ弁５０を閉じたときにポンプ容量が変動してしまうことを抑制
できる。
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　（他の実施形態）
　本発明は以上のような実施形態に限定されるものではなく、本発明の範囲を逸脱するこ
となく種々の変形又は修正が可能である。
【００３４】
　上記実施形態では、電磁制御弁４４がパイロット圧を生成するための作動油は、ファン
ポンプ４５から供給されることとしたが、ファンポンプ４５以外の油圧ポンプから供給さ
れてもよい。例えば、電磁制御弁４４がパイロット圧を生成するための作動油は、作業機
ポンプ４１から供給されてもよい。
【００３５】
　上記実施形態では、オペレータが操作する作業機レバー５２からコントローラ５１に作
業機操作信号が入力されることとしたが、情報化通信技術（ＩＣＴ：Information and Co
mmunication Technology）を利用して作業車両を自動制御する場合、作業機操作信号は、
外部に設置された情報制御装置からコントローラ５１に入力されてもよい。
【００３６】
　上記実施形態では、作業車両１が、方向制御弁４２、作業機アクチュエータ４３及び電
磁制御弁４４を１セットだけ備えることとしたが、複数セットを備えていてもよい。この
場合には、ポンプの利用効率を更に向上させることができる。
【００３７】
　上記実施形態では、ファンモータ４８が、作動油クーラ４７に送風するための冷却ファ
ンを回転させることとしたが、冷却ファンは、エンジン２０内を循環する冷却水を冷却す
るためのラジエータにも送風してもよい。
【００３８】
　上記実施形態では、作業機駆動機構４０が、分流弁４６を備えることとしたが、分流弁
４６を備えていなくてもよい。この場合、油路Ｌ１は、油路Ｌ２及び油路Ｌ３それぞれに
直接分岐していてもよい。
【符号の説明】
【００３９】
１　　　　作業車両
１０　　　作動油タンク
２０　　　エンジン
３０　　　走行駆動機構
３１　　　動力伝達装置
３２　　　走行装置
４０　　　作業機駆動機構
４１　　　作業機ポンプ
４２　　　方向制御弁
４３　　　作業機アクチュエータ
４４　　　電磁制御弁
４５　　　ファンポンプ
４６　　　分流弁
４７　　　作動油クーラ
４８　　　ファンモータ
５０　　　シャットオフ弁
５１　　　コントローラ
Ｌ１～Ｌ５　油路
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【図１】
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